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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　スピーカ及びマイクが実装される片面フレキシブル配線基板と、
　前記スピーカを保持するスピーカ保持部及び前記マイクを保持するマイク保持部を有す
る保持部材と、を備え、
　前記保持部材は、前記片面フレキシブル配線基板が折り返された状態で、前記スピーカ
及び前記マイクのそれぞれを前記スピーカ保持部及び前記マイク保持部により保持し、
　前記片面フレキシブル配線基板の前記マイク用の出力信号線は、前記スピーカ用の信号
線に隣接して配置され、
　前記出力信号線と前記信号線との間に前記マイク用のグランド信号線が配置されること
を特徴とする電子機器。
【請求項２】
　前記片面フレキシブル配線基板には複数のマイクが実装され、
　前記保持部材は前記複数のマイクを保持する複数のマイク保持部を有し、
　前記保持部材の前記スピーカ保持部は、前記複数のマイク保持部の間に配置されること
を特徴とする請求項１記載の電子機器。
【請求項３】
　前記片面フレキシブル配線基板には操作系スイッチが実装されると共に前記複数のマイ
ク用のグランド信号線が形成され、
　前記複数のマイク用のグランド信号線の１つが、前記操作系スイッチの信号線と前記複
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数のマイク用の出力信号線の１つとの間に配置されることを特徴とする請求項２に記載の
電子機器。
【請求項４】
　前記片面フレキシブル配線基板には、前記複数のマイクに共通の電源信号線が形成され
ることを特徴とする請求項２又は３記載の電子機器。
【請求項５】
　前記マイクおよび前記スピーカは、前記マイクの音声入力面及び前記スピーカの音声出
力面が同じ方向を向くように前記保持部材により保持されることを特徴とする請求項１乃
至４のいずれか１項に記載の電子機器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、スピーカとマイクを備える例えばデジタルカメラや携帯電話機等の電子機器
に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、マイクとスピーカとを一つの保持部材に組み付け、組み付けたマイクとスピーカ
を弾性的に保持して外れにくくすることにより組付効率を高めた技術が提案されている（
特許文献１）。また、マイクの出力信号は、他の信号線等からのノイズを受けやすいため
、差動アンプを用いてノイズを受けにくくした技術が提案されている（特許文献２）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開平９－２７１０９０号公報
【特許文献２】特開２００５－２５２９４５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　上記特許文献１では、マイク出力信号へのノイズの重畳を抑える対策については、開示
されていない。スピーカとマイクとの配線は、ケーブルやフレキシブルプリント基板を用
いて行われるが、ケーブルを用いた場合は、スピーカや外部からのノイズがマイク出力信
号に重畳されやすい。また、フレキシブルプリント基板を用いる場合には、両面フレキシ
ブルプリント基板の一方の面にマイクの出力信号線を配置し、他方の面にグランド（ＧＮ
Ｄ）パターンを配置して、マイク出力信号へのノイズの重畳を抑える必要があり、コスト
高になる。
【０００５】
　一方、上記特許文献２では、差動アンプを用いることで、マイク出力信号へのノイズの
重畳を抑えることができるが、差動回路が必要になるため、コスト高になる。
【０００６】
　そこで、本発明は、スピーカとマイクの保持部材への組付効率を向上させることができ
るとともに、低コストでマイク出力信号へのノイズの重畳を抑えることができる電子機器
を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記目的を達成するために、本発明の電子機器は、スピーカ及びマイクが実装される片
面フレキシブル配線基板と、前記スピーカを保持するスピーカ保持部及び前記マイクを保
持するマイク保持部を有する保持部材と、を備え、前記保持部材は、前記片面フレキシブ
ル配線基板が折り返された状態で、前記スピーカ及び前記マイクのそれぞれを前記スピー
カ保持部及び前記マイク保持部により保持し、前記片面フレキシブル配線基板の前記マイ
ク用の出力信号線は、前記スピーカ用の信号線に隣接して配置され、前記出力信号線と前
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記信号線との間に前記マイク用のグランド信号線が配置されることを特徴とする。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明によれば、スピーカとマイクの保持部材への組付効率を向上させることができる
とともに、低コストでマイク出力信号へのノイズの重畳を抑えることができる。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】本発明の電子機器の第１の実施形態であるデジタルカメラの要部の分解斜視図で
ある。
【図２】図１を下方から見た分解斜視図である。
【図３】スピーカ及びマイクを保持部材に組み付ける前の状態を示す斜視図である。
【図４】図３の下方から見た斜視図である。
【図５】スピーカ及びマイクを保持部材に組み付けた後の状態を示す斜視図である。
【図６】図１のＡ－Ａ線断面図である。
【図７】片面フレキシブル配線基板とメイン配線基板との接続例を示す斜視図である。
【図８】スピーカの実装部分を折り返す前の片面フレキシブル配線基板の状態を示す図で
ある。
【図９】マイクの実装部分の拡大図である。
【図１０】本発明の電子機器の第２の実施形態であるデジタルカメラにおいて、スピーカ
の実装部分を折り返す前の片面フレキシブル配線基板の状態を示す図である。
【図１１】スピーカの実装部分を折り返した後の片面フレキシブル配線基板の状態を示す
図である。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　以下、本発明の実施形態を図面を参照して説明する。
【００１１】
　（第１の実施形態）
　図１は本発明の電子機器の第１の実施形態であるデジタルカメラの要部の分解斜視図、
図２は図１を下方から見た分解斜視図である。
【００１２】
　本実施形態のデジタルカメラは、図１に示すように、フロントカバー１０１の上面部に
、スピーカ１０２ａから出力された音を外部に放出するための穴１０１ａが形成されてい
る。フロントカバー１０１の穴１０１ａの図の左右両側には、左音声入力用マイク１０２
ｂＬ及び右音声入力用マイク１０２ｂＲが外部から入力される音を集音するための穴１０
１ｂＬ，１０１ｂＲが形成されている。マイク１０２ｂＬ，１０２ｂＲは、例えばシリコ
ンマイク等で構成される。
【００１３】
　また、フロントカバー１０１の上面部には、レリーズスイッチ１０２ｃを操作するため
の不図示のレリーズボタン用の溝１０１ｃ、電源スイッチ１０２ｅを操作するための不図
示の電源ボタン用の穴１０１ｄが形成されている。更に、フロントカバー１０１の上面部
には、ズームスイッチ１０２ｄを操作するための不図示のズームレバー用の穴１０１ｅが
形成されている。
【００１４】
　スピーカ１０２ａ、左右の音声入力用マイク１０２ｂＬ，１０２ｂＲ、レリーズスイッ
チ１０２ｃ、ズームスイッチ１０２ｄ、電源スイッチ１０２ｅは、フレキシブルプリント
基板（以下「ＦＰＣ」という。）１０２に実装される。ＦＰＣ１０２は、後述するメイン
配線基板１０６に電気的に接続される。また、ＦＰＣ１０２に実装されたスピーカ１０２
ａ及びマイク１０２ｂＬ，１０２ｂＲは、ゴム等の弾性体で形成された保持部材１０４に
よって保持される。
【００１５】
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　ＦＰＣ１０２の下面側には、固定板１０３が配置されており、固定板１０３は、両面テ
ープ等によりＦＰＣ１０２に固定される。固定板１０３には、ピン状の加締め部１０３ｃ
が形成されており、この加締め部１０３ｃをＦＰＣ１０２に形成された位置決め用の穴１
０２ｆに挿通して加締めることにより、固定板１０３がＦＰＣ１０２に対して位置決めさ
れる。
【００１６】
　また、固定板１０３には、位置決め用の穴１０３ｂが形成され、ＦＰＣ１０２の穴１０
３ｂに対応する位置にも、位置決め用の穴１０２ｉが形成されている。これらの穴１０３
ｂ，１０２ｉをフロントカバー１０１の突起１０１ｆ（図２）に嵌め込むことで、固定板
１０３及びＦＰＣ１０２がフロントカバー１０１に対して位置決めされる。そして、固定
板１０３に形成された複数のビス穴１０３ａ及びビス穴１０３ａに対応してＦＰＣ１０２
に形成された複数のビス穴１０２ｈにビス１０５を挿入してフロントカバー１０１に締結
する。これにより、ＦＰＣ１０２が固定板１０３とともにフロントカバー１０１に固定さ
れる。
【００１７】
　次に、図３～図５を参照して、ＦＰＣ１０２に実装されたスピーカ１０２ａ及びマイク
１０２ｂＬ，１０２ｂＲを保持部材１０４に組み付ける方法について説明する。
【００１８】
　図３はＦＰＣ１０２に実装されたスピーカ１０２ａ及びマイク１０２ｂＬ，１０２ｂＲ
を保持部材１０４に組み付ける前の状態を示す斜視図、図４は図３の下方から見た斜視図
である。
【００１９】
　保持部材１０４には、中央部にスピーカ１０２ａが嵌め込まれる開口１０４ａが形成さ
れ、左右両側にマイク１０２ｂＬ，１０２ｂＲがそれぞれ嵌め込まれる開口１０４ｂが形
成されている。開口１０４ａは本発明のスピーカ保持部の一例に相当し、開口１０４ｂは
本発明のマイク保持部の一例に相当する。保持部材１０４の下方から開口１０４ａ及び左
右の開口１０４ｂにそれぞれスピーカ１０２ａ及びマイク１０２ｂＬ，１０２ｂＲを押し
込んで嵌め込むことで、保持部材１０４にスピーカ１０２ａ及びマイク１０２ｂＬ，１０
２ｂＲが組み付けられる。
【００２０】
　図５は、ＦＰＣ１０２に実装されたスピーカ１０２ａ及びマイク１０２ｂＬ，１０２ｂ
Ｒを保持部材１０４に組み付けた後の状態を示す斜視図である。
【００２１】
　図５に示すように、スピーカ１０２ａのフロントカバー１０１の上面部を向く側の周囲
には、該上面部側に突出する弾性筒体１０２ｊが貼り付けられている。また、保持部材１
０４のマイク１０２ｂＬ、１０２ｂＲの音声出力面の周囲には、略四角形の環状凸部１０
４ｃが二重に配置されている。なお、環状凸部１０４ｃは、三重以上配置してもよい。
【００２２】
　図６は、保持部材１０４にスピーカ１０２ａ及びマイク１０２ｂＬ，１０２ｂＲが組み
付けられたＦＰＣ１０２及び固定板１０３をフロントカバー１０１に取り付けた状態の要
部断面図であり、図１のＡ－Ａ線断面図に相当する。
【００２３】
　図６に示すように、固定板１０３は、保持部材１０４をフロントカバー１０１の上面部
に押圧するように配置されるため、保持部材１０４の環状凸部１０４ｃは、フロントカバ
ー１０１の上面部の裏面に弾性変形した状態で押し付けられて密着する。環状凸部１０４
ｃは、上述したように、二重に配置されているので、フロントカバー１０１との密閉性を
高めることができ、マイク１０２ｂＬ，１０２ｂＲの音声入力特性を向上させることがで
きる。
【００２４】
　また、固定板１０３は、スピーカ１０２ａの周囲の弾性筒体１０２ｊもフロントカバー
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１０１の上面部に押圧するように配置されるため、弾性筒体１０２ｊについても、フロン
トカバー１０１の上面部の裏面に弾性変形した状態で押し付けられて密着する。
【００２５】
　更に、固定板１０３には、保持部材１０４のマイク１０２ｂＬ，１０２ｂＲが嵌め込ま
れる開口１０４ｂに対向する位置に絞り凸部１０３ｄが設けられている。保持部材１０４
にスピーカ１０２ａ及びマイク１０２ｂＬ，１０２ｂＲが組み付けられた後、絞り凸部１
０３ｄで開口１０４ｂを塞ぐことにより、カメラ内部の音をマイク１０２ｂＬ，１０２ｂ
Ｒが拾いにくくしている。
【００２６】
　図７は、ＦＰＣ１０２とメイン配線基板１０６との接続例を示す斜視図である。メイン
配線基板１０６は、ＦＰＣ１０２の基板間コネクタ１０２ｇに接続されている。メイン配
線基板１０６には、オーディオＩＣ１０６ａを含むオーディオ回路ブロックが実装されて
いる。
【００２７】
　オーディオ回路ブロック１０６ｂは、マイク１０２ｂＬ，１０２ｂＲより出力される音
声の電気信号を増幅させるマイクアンプを有する。また、オーディオ回路ブロック１０６
ｂは、Ａ／Ｄ変換部によりマイクアンプから出力される音声のアナログ電気信号をデジタ
ル信号に変換して音声データとして記録する。
【００２８】
　また、オーディオ回路ブロック１０６ｂは、Ａ／Ｄ変換部から送られてくるデジタル音
声データを音声信号処理部で加工、変換し、処理されたデジタル信号をＤ／Ａ変換部にお
いてアナログ信号に変換する。更に、オーディオ回路ブロック１０６ｂは、Ｄ／Ａ変換部
から送られてくるアナログ信号を音声出力アンプにおいて増幅する。音声出力アンプで増
幅されたアナログ信号は、スピーカ１０２ａや不図示のオーディオケーブルから出力され
る。
【００２９】
　ここで、本実施形態では、ＦＰＣ１０２として、ポリイミドからなるベースフィルム上
に銅パターンが配線され、その表面が同じくポリイミドからなるカバーレイで覆われた片
面フレキシブル配線基板を用いている。そして、片面フレキシブル配線基板のスピーカ１
０２ａの実装部分を折り返すことにより、図１～図７に示すように、左右のマイク１０２
ｂＬ，１０２ｂＲの間にスピーカ１０２ａが配置されるようにしている。
【００３０】
　以下、具体的に説明する。図８は、スピーカ１０２ａの実装部分を折り返す前のＦＰＣ
１０２の状態を示す図である。
【００３１】
　図８に示すように、スピーカ１０２ａの実装部分を折り返す前においては、スピーカ１
０２ａ、左右のマイク１０２ｂＬ，１０２ｂＲの順に並んで実装されている。この状態か
らスピーカ１０２ａと左側のマイク１０２ｂＬとの間の例えば位置Ｌ１でスピーカ１０２
ａの実装部分を折り返す。これにより、スピーカ１０２ａが左右のマイク１０２ｂＬ，１
０２ｂＲの間に配置され、また、スピーカ１０２ａの音声出力面及びマイク１０２ｂＬ，
１０２ｂＲの音声入力面が同じ方向を向くように配置される。
【００３２】
　ここで、スピーカ１０２ａ及びマイク１０２ｂＬ，１０２ｂＲを保持部材１０４に組み
付ける際には、保持部材１０４にマイク１０２ｂＬ，１０２ｂＲを組み付けた後に、スピ
ーカ１０２ａの実装部分を折り返してスピーカ１０２ａを保持部材１０４に組み付ける。
【００３３】
　即ち、まず、ＦＰＣ１０２のスピーカ１０２ａの実装部分を折り返す前に、保持部材１
０４の下方から左右の開口１０４ｂにそれぞれマイク１０２ｂＬ，１０２ｂＲを押し込ん
で組み付ける。その後、ＦＰＣ１０２のスピーカ１０２ａの実装部分を例えば位置Ｌ１で
折り返して保持部材１０４の下方からスピーカ１０２ａを開口１０４ａに押し込んで組み
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付ける。これにより、折り返し位置Ｌ１を開口１０４ａの位置に応じて調整することで、
スピーカ１０２ａ、及びマイク１０２ｂＬ，１０２ｂＲを一度に保持部材１０４に組み付
ける場合に比べて、組付効率が向上し、また、ＦＰＣ１０２の断線も抑制することができ
る。
【００３４】
　また、スピーカ１０２ａの裏面の外周側２０８には、ＦＰＣ１０２が直接半田付けされ
、スピーカ１０２ａの裏面の中央部２０８ａには、ＦＰＣ１０２が両面テープ等で貼り付
けられている。これにより、スピーカ１０２ａを保持部材１０４に組み付ける際に負荷が
かかった場合でも、半田付け箇所に作用する応力を軽減することができる。
【００３５】
　次に、図８及び図９を参照して、ＦＰＣ１０２の配線例について説明する。図９は、図
８に示すＦＰＣ１０２のマイク１０２ｂＬ，１０２ｂＲの実装部分の拡大図である。
【００３６】
　図９において、左側マイク１０２ｂＬの出力信号端子２０２ａには、出力信号線２０２
が接続され、右側マイク１０２ｂＲの出力信号端子２０５ａには、出力信号線２０５が接
続されている。
【００３７】
　左側マイク１０２ｂＬのＧＮＤ信号端子２０１ａ，２０１ｂには、ＧＮＤ信号線（グラ
ンド信号線）２０１が接続され、右側マイク１０２ｂＲのＧＮＤ信号端子２０４ａ，２０
４ｂには、ＧＮＤ信号線２０４が接続されている。左側マイク１０２ｂＬの下面側には、
ＧＮＤ信号線２０１がべた面で配線され、右側マイク１０２ｂＲの下面側には、ＧＮＤ信
号線２０４がべた面で配線されており、これにより、外部からのノイズの混入を防いでい
る。
【００３８】
　左側マイク１０２ｂＬと右側マイク１０２ｂＲを駆動するための電源信号線２０３は、
左側マイク１０２ｂＬの電源信号端子２０３ａ及び右側マイク１０２ｂＲの電源信号端子
２０３ｂに接続されている。本実施形態では、電源信号線２０３を、左右のマイク１０２
ｂＬ，１０２ｂＲに対して共通の信号線としている。このため、左側マイク１０２ｂＬの
出力信号線２０２と右側マイク１０２ｂＲの出力信号線２０２との間に電源信号線２０３
を配線して片面フレキシブル配線基板においても配線しやすくすることができる。
【００３９】
　また、共通の電源信号線２０３を左側マイク１０２ｂＬの出力信号線２０２と右側マイ
ク１０２ｂＲの出力信号線２０５との間に配線することにより、左右のマイク１０２ｂＬ
，１０２ｂＲの出力信号が影響し合うのを防いでいる。更に、片面フレキシブル配線基板
においても電源を共有化させることで、メイン配線基板１０６へ接続する際の基板間コネ
クタ１０２ｇのピン数を削減することができ、コストを削減することができる。
【００４０】
　また、スピーカ１０２ａのプラス側信号線２０６と左側マイク１０２ｂＬの出力信号線
２０２との間には、左側マイク１０２ｂＬのＧＮＤ信号線２０１が配置されている。スピ
ーカ１０２ａのマイナス側信号線２０７は、プラス側信号線２０６を間に挟んで左側マイ
ク１０２ｂＬのＧＮＤ信号線２０１に沿って配置されている。このように、スピーカ１０
２ａのプラス側信号線２０６と左側マイク１０２ｂＬの出力信号線２０２との間に左側マ
イク１０２ｂＬのＧＮＤ信号線２０１を配置することで、左側マイク１０２ｂＬの出力信
号にスピーカ信号のノイズが重畳するのを防ぐことができる。
【００４１】
　図８において、操作系スイッチ信号線群２０９は、電源スイッチ１０２ｅ、レリーズス
イッチ１０２ｃ、ズームスイッチ１０２ｄの各信号線を含んでおり、右側マイク１０２ｂ
Ｒの出力信号線２０５に隣接して配置されている。操作系スイッチ信号線群２０９と右側
マイク１０２ｂＲの出力信号線２０５との間には、右側マイク１０２ｂＲのＧＮＤ信号線
２０４が配置されており、これにより、右側マイク１０２ｂＲの出力信号に操作系からの
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静電気等のノイズが重畳するのを防ぐことができる。
【００４２】
　また、チェックパッド群２１０には、スピーカ１０２ａ、及びマイク１０２ｂＬ，１０
２ｂＲの各信号線が円形に露出している。チェックパッド群２１０にプローブを当てるこ
とで、スピーカ１０２ａ、マイク１０２ｂＬ，１０２ｂＲの各信号を検出し、ユニット組
み付け状態において実装不良による断線がないかを確認することができる。また、チェッ
クパッド群２１０にプローブを当てることで、左右のマイク１０２ｂＬ，１０２ｂＲに規
定値以上の感度差がないかをチェックすることができる。
【００４３】
　以上説明したように、本実施形態では、マイク１０２ｂＬ，１０２ｂＲを保持部材１０
４の開口１０４ｂに組み付けた後に、スピーカ１０２ａの実装部分を折り返して該スピー
カ１０２ａを保持部材１０４の開口１０４ａに組み付けるようにしている。これにより、
スピーカ１０２ａ、及びマイク１０２ｂＬ，１０２ｂＲを一度に保持部材１０４に組み付
ける場合に比べて、組付効率を高めることができる。
【００４４】
　また、本実施形態では、片面フレキシブル配線基板を用いて、操作系スイッチ信号線群
２０９と右側マイク１０２ｂＲの出力信号線２０５との間にＧＮＤ信号線２０４を配置し
ている。更に、スピーカ１０２ａのプラス側信号線２０６と左側マイク１０２ｂＬの出力
信号線２０２との間にＧＮＤ信号線２０１を配置している。これにより、低コストで左右
のマイク１０２ｂＬ，１０２ｂＲの出力信号へのノイズの重畳を抑えることができる。
【００４５】
　（第２の実施形態）
　次に、図１０及び図１１を参照して、本発明の電子機器の第２の実施形態であるデジタ
ルカメラについて説明する。図１０はスピーカ１０２ａＬ，１０２ａＲの実装部分を折り
返す前のＦＰＣ１０２の状態を示す図、図１１はスピーカ１０２ａＬ，１０２ａＲの実装
部分を折り返した後のＦＰＣ１０２の状態を示す図である。なお、本実施形態では、上記
第１の実施形態と相違する部分についてのみ説明し、また、上記第１の実施形態と重複す
る部分については、各図に同一符号を付してその説明を省略する。
【００４６】
　本実施形態では、図１０に示すように、ＦＰＣ１０２の左右のスピーカ１０２ａＬ，１
０２ａＲの実装部分を折り返す前においては、右側スピーカ１０２ａＲ、左側スピーカ１
０２Ｌ、左側マイク１０２ｂＬ、右側マイク１０２ｂＲの順に並んで配置されている。こ
の状態から左側スピーカ１０２ａＬと左側マイク１０２ｂＬとの間の例えば位置Ｌ２で左
右のスピーカ１０２ａＬ，１０２ａＲの実装部分を折り返す。
【００４７】
　これにより、図１１に示すように、右側スピーカ１０２ａＲが左右のマイク１０２ｂＬ
，１０２ｂＲの間に配置されるとともに、左側スピーカ１０２ａＬが右側スピーカ１０２
ａＲとの間に左側マイク１０２ｂＬを挟むように配置される。また、図１１に示す状態で
は、左右のスピーカ１０２ａＬ，１０２ａＲの音声出力面及び左右のマイク１０２ｂＬ，
１０２ｂＲの音声入力面が同じ方向を向くように配置される。
【００４８】
　なお、左右のスピーカ１０２ａＬ，１０２ａＲ及び左右のマイク１０２ｂＬ，１０２ｂ
Ｒが組み付けられる保持部材１０４については、左側スピーカ１０２ａＬが嵌め込まれる
開口が追加される以外は、上記第１の実施形態と同様である。従って、この場合について
も、スピーカ１０２ａＬ，１０２ａ、及びマイク１０２ｂＬ，１０２ｂＲを一度に保持部
材１０４に組み付ける場合に比べて、組付効率を高めることができる。
【００４９】
　また、左側スピーカ１０２ａＬのプラス側信号線２１１と左側マイク１０２ｂＬの出力
信号線２０２との間には、左側マイク１０２ｂＬのＧＮＤ信号線２０１が配置されている
。左側スピーカ１０２ａＬのプラス側信号線２１１のＧＮＤ信号線２０１の反対側には、
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左側スピーカ１０２ａＬのマイナス側信号線２１２、右側スピーカ１０２ａＲのプラス側
信号線２１３、右側スピーカ１０２ａＲのマイナス側信号線２１４が配置されている。こ
れにより、左側マイク１０２ｂＬの出力信号にスピーカ信号のノイズが重畳するのを防ぐ
ことができる。その他の構成及び作用効果は、上記第１の実施形態と同様である。
【００５０】
　なお、本発明の構成は、上記各実施形態に例示したものに限定されるものではなく、材
質、形状、寸法、形態、数、配置箇所等は、本発明の要旨を逸脱しない範囲において適宜
変更可能である。
【００５１】
　例えば、上記各実施形態では、スピーカを１つ又は２つ、及びマイクを２つ配置した場
合を例示したが、これに限定されず、スピーカ及びマイクをそれぞれ少なくとも１つ配置
した場合に、上記同様の作用効果を得ることができる。
【００５２】
　また、上記各実施形態では、片面フレキシブル配線基板の折り返し部分にスピーカを配
置した場合を例示したが、これに限定されず、前記折り返し部分にマイクを配置してもよ
く、或いは前記折り返し部分にスピーカとマイクを配置してもよい。
【符号の説明】
【００５３】
１０１　　　フロントカバー
１０２　　　ＦＰＣ
１０２ａ　　スピーカ
１０２ｂＬ　マイク
１０２ｂＲ　マイク
１０４　　　保持部材

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】

【図６】

【図７】

【図８】

【図９】
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